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ば,「感謝」の発話行為の場合,米語でもっともよく使われる発話は “Thank you.''と そ
のヴァリエーションであるが,“tO thank"は 遂行動詞である。日本語の場合は,「ありが
203(2) 言語行動の対照研究は可能か













現象 に焦点 を絞 り,具体 的 な論文 を例 に とって考 えてみ る。取 りあげ る論文 は

















The Bulge Theo7は Nessa WolfsOnがcOmpliment(誉 め)と in宙tttiOn(勧誘)の研究の
成果を発展させた理論で,Wolfson(1988)で 多 くの研究者に知られるにいたるЭ WolfsOn
(1988)は 都市に住む中流アメリカ人の言語表現が,話 し手と聞き手の社会的距離 (Social
Distance)関係によって異なり,聞 き手を二つのグループに大きく分けられることを指摘
した。そしてこのグループ分けが,complimentや invitationの みならず,ほ かの発話行為
における言語使用でも有効であることを説いた。The Bdge Theoryの概略は以下の通 りで
ある。
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アメ リカス の話 し手はこの両方のグループ′〔対 して,それぞれ異なる言語表現 を使 う。








′〔対 しては,スに比べると, さまざまにI夫 した表現′長い文,長い対話,頻繁なターン
交替などの存徴がみられる。このBグループ′こ潤する言語現象を山θ Bυ′ge*3と いう。










ミックで,お互いの出方によって変化していくるの にyna“ Ic and ορen ιοコegο働″On'






以上がW01fsOn(1988)の The Bulge Theo,の 概略である。
いっぽう,筆者は日本人の感謝と詫びの言語行動に関する一連の研究を通 して,発話者
の言語表現が相手 との社会的距離の違いで一定のパターンをみせることを示 した。また ,
社会的距離は,ウチ,ソ ト,ヨ ソの三層に区切って考えることが有効であることを説いた*4。




研究において,ソ トで目上の範疇にいる人物に対 して,感謝の気持ちを表現 したい場面で
の詫び表現の多用がみられた。そして, この範疇での言語表現は,発話量の多さ,表現の
多様性などの点で,相手に対する配慮が強 く働 き,Wolfsonの the Bulgeと の共通点がみい













Aの グループには距離の尺度だけではなく,地位の上下を問題にする “status unequals"
を,Bの グループには距離と地位の差を問題にする
¨
coworkers¨ や ・'status― equal friends''
を配置することができる。Wolfson(1988で |ま これらをみな,社会羹距護の問題として比較
しているのである。“…we find again and again that theぃ vO exiremes Of social distance―
rnininlllrrl and I1laxlnlurn― seerll to call forth very silnilar behavior,v√ hile relationships
which are more toward the center show marked diferences."(p32)
また,フ ォーマリテイーと地位の差についても混同がみられる。Wolfsonは The Bulge
Theo7を支持する論文としてEisenstein and Bodman(1986)の gratitudeの 研究をとりあげ ,
次の部う]‐ を;|夕羽している。 ``ヽVe found the language forlns used by the participants in the
more 12皇型ユ(£Ш」≦2yf」■≦型 E19こQtti璽二」」≦型 did not dJer significantly from many of those
used in friendlier situations. Vヽhat、vas different in the fQll璽lal setting was that there were
fe、v expressions of stlrprise and con■ plirnenting. Further investigation is needed,but in
expressing gratitude,it rnay be that fo二 旦121ity is conveyed by、 vhat is not said,as、 vell as
through specially marked lexical items.''(p172,下 線部筆者)こ こで “formal situation''
の例 として出されたものを地位の差の例 としてとらえ,“ That is,they found that the
thanks、 vere restrained or unelabOrated in situatiOns、 vhere the inter10cutOrs were of
ulleqllal stattls while expressions of gratitude alnong friends contained not only the
formulaic thanks but also considerable elaboration."(p36)と 解釈 している。 もちろん ,

















































れ,交渉の余地を残すこと (open to negociate)が求められる。
いっぽう,三宅の前述の調査によれば, 日本人はウチの関係の人物に対 しては丁寧語を
使用せず,簡潔な表現が多 く,ソ トの関係の人物には丁寧語,尊敬語,議譲語を駆使 し,
言葉遣いに細かな配慮をする。そして,ヨ ソの関係の人物には,簡潔であつたりぞんざい
であったり,丁寧語や尊敬語,謙譲語を使用したりしなかったりとさまざまである。すな





親・疎  vs  非親
親 VS 近疎 遠疎VS
アメリカ人では「親・疎」に対して「非親」が対立丁え :́ 三二 、
~=1~二 1 ~二 _.
「近疎 (ソ ト)」 ,「遠疎 (ヨ ソ)」 が対立している。「遠疎_,I~■ _ 二t_~-1■ _ ■1-三 '
現象がみられるからである。
また, アメリカ人は「非親」の部分にthe Bulgeが 入ら'_=´
― 三二 .I ~―二■_「 詈l
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である。見方を変えれば,「言葉遣いに対する配慮や敬語使用」は,ウ チ, ヨソ,ソ トと
多 くなっていくともいえる。























Aグュープ        Bグ 2レ ープ
Certainty                   instability
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